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原
則
及
び
憲
法
の
諸
規
定
（
第
20
条
第

１
項
後
段
、
第
３
項
、
第
89
条
。
以
下

「
政
教
分
離
規
定
」
と
い
う
。）
に
違
反

す
る
と
主
張
し
て
提
起
し
た
も
の
で
あ

る
。具

体
的
に
は
、
上
告
人
ら
は
、
被
上

告
人
市
長
が
参
加
人
に
対
し
本
件
施
設

の
収
去
及
び
本
件
土
地
の
明
渡
し
を
請

求
し
な
い
こ
と
が
違
法
に
財
産
の
管
理

を
怠
る
も
の
で
あ
る
な
ど
と
し
て
、
地

方
自
治
法
第
２
４
２
条
の
２
第
１
項
第

３
号
に
基
づ
き
、
上
記
の
怠
る
事
実
の

違
法
確
認
等
を
求
め
て
い
る
。

な
お
、
本
件
に
関
連
す
る
事
案
と
し

て
、
従
前
、
市
長
が
本
件
施
設
の
敷
地

使
用
料
の
全
額
を
免
除
し
て
い
た
こ
と

に
つ
い
て
、
最
高
裁
令
和
３
年
２
月
24

日
大
法
廷
判
決
（
以
下
「
令
和
３
年
判

決
」
と
い
う
。）
が
、
特
定
の
宗
教
に

対
し
て
特
別
の
便
益
を
提
供
、
こ
れ
を

援
助
し
て
い
る
と
評
価
さ
れ
て
も
や
む

を
得
な
い
も
の
と
し
て
憲
法
第
20
条
第

３
項
に
違
反
す
る
と
の
判
断
を
示
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
以
後
は
、
未
納
と

な
っ
た
部
分
を
含
め
、
参
加
人
か
ら
市

に
対
し
て
使
用
料
の
納
付
が
さ
れ
て
い

た
。

要旨：鶴田　彬光
判例情報

地方自治

久
米
至
聖
廟
撤
去
を
怠
る
事

実
の
違
法
確
認
等
請
求
事
件

最
高
裁
判
所
第
一
小
法
廷　

令
和
７
年

３
月
17
日
判
決　

令
和
５
年
（
行
ツ
）

第
２
６
１
号

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

原
審　

福
岡
高
等
裁
判
所
那
覇
支
部　

令
和
５
年
４
月
13
日
判
決　

 

令
和
４

年
（
行
コ
）
第
５
号

第
一
審　

那
覇
地
方
裁
判
所　

令
和
４

年
３
月
23
日
判
決　

令
和
２
年（
行
ウ
）

第
10
号

上
告
棄
却

自
治
体
勝
訴

（
要
旨
）

本
件
は
、
被
上
告
人
市
長
が
、
儒
教

の
祖
で
あ
る
孔
子
等
を
祀
る
久
米
至
聖

廟
（
以
下
「
本
件
施
設
」
と
い
う
。）

の
維
持
管
理
と
公
開
に
関
す
る
事
業
等

を
行
う
一
般
社
団
法
人
（
以
下
「
参
加

人
」
と
い
う
。）
に
対
し
、
都
市
公
園

内
に
本
件
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
を
許

可
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
住
民
で

あ
る
上
告
人
ら
が
憲
法
上
の
政
教
分
離

本
件
に
つ
い
て
、
第
１
審
及
び
原
審

の
裁
判
所
は
い
ず
れ
も
、
本
件
施
設
の

設
置
許
可
に
つ
い
て
は
、
政
教
分
離
原

則
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し

て
、上
告
人
の
請
求
を
棄
却
し
て
い
る
。

こ
れ
を
不
服
と
し
た
上
告
人
に
よ
り

本
件
上
告
が
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
最
高
裁

は
、
令
和
３
年
判
決
を
敷
衍
す
る
か
た

ち
で
、
本
件
施
設
が
宗
教
性
を
有
し
、

そ
の
程
度
も
軽
微
と
は
い
え
な
い
こ
と

を
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
他
方
で
①
本

件
施
設
が
歴
史
的
、
文
化
的
価
値
を
有

し
、
観
光
資
源
と
し
て
の
意
義
を
有
し

て
い
る
こ
と
、
ま
た
公
園
施
設
と
し
て

の
機
能
も
果
た
し
て
い
る
こ
と
、
②
設

置
許
可
が
さ
れ
た
経
緯
か
ら
す
る
と
市

は
そ
の
よ
う
な
世
俗
的
、
公
共
的
な
目

的
か
ら
、
本
件
施
設
に
係
る
各
公
園
施

設
設
置
許
可
を
し
て
き
た
も
の
と
い
う

べ
き
で
あ
り
、
そ
の
目
的
が
宗
教
的
意

義
を
有
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
こ

と
、
③
令
和
３
年
判
決
に
よ
り
使
用
料

免
除
処
分
が
取
り
消
さ
れ
て
以
後
は
、

順
次
、
使
用
料
が
納
付
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
挙
げ
、
結
論
と
し
て
、
こ
れ

ら
の
事
情
を
踏
ま
え
て
社
会
通
念
に
照

ら
し
て
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
市
長
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（
１
）
都
市
公
園
法
５
条
１
項
前
段

は
、
公
園
管
理
者
以
外
の
者
が
都
市
公

園
に
公
園
施
設
を
設
け
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
条
例
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し

た
申
請
書
を
公
園
管
理
者
に
提
出
し
て

そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

旨
を
規
定
す
る
。

那
覇
市
公
園
条
例
（
１
９
７
０
年
那

覇
市
条
例
第
６
号
。
令
和
５
年
那
覇
市

条
例
第
28
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
。

以
下
「
公
園
条
例
」
と
い
う
。）
は
、
都

市
公
園
法
５
条
１
項
前
段
に
規
定
す
る

公
園
施
設
の
設
置
許
可
（
以
下
「
公
園

施
設
設
置
許
可
」
と
い
う
。）
を
受
け

た
者
は
、
占
用
面
積
１
㎡
に
つ
き
１
か

月
３
６
０
円
の
使
用
料
を
納
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
規
定
す
る
と
と
も

に
（
11
条
１
項
、別
表
第
１
）、市
長
は
、

所
定
の
場
合
に
は
、
規
則
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
使
用
料
の
全
部
又
は
一
部

を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
規
定

し
て
い
る
（
11
条
の
２
。
以
下
、
同
条

の
規
定
に
よ
る
使
用
料
の
免
除
処
分
を

「
使
用
料
免
除
処
分
」
と
い
う
。）。

（
２
）
ア　

市
は
、
都
市
公
園
法
２

条
１
項
１
号
所
定
の
都
市
公
園
と
し

て
、市
内
の
久
米
地
域
に
松
山
公
園（
以

下「
本
件
公
園
」と
い
う
。）を
設
置
し
、

こ
れ
を
管
理
し
て
い
る
。本
件
施
設
は
、

本
件
公
園
内
の
国
公
有
地
上
に
設
置
さ

れ
た
、
儒
教
の
祖
で
あ
る
孔
子
や
そ
の

４
人
の
門
弟
で
あ
る
四
配
等
を
祀
る
廟

で
あ
る
。

本
件
施
設
の
建
物
等
の
所
有
者
は
参

加
人
で
あ
る
。
参
加
人
は
、本
件
施
設
、

道
教
の
神
等
を
祀
る
天
尊
廟
及
び
航
海

安
全
の
守
護
神
を
祀
る
天
妃
宮
の
公

開
、
久
米
三
十
六
姓
（
約
６
０
０
年
前

か
ら
約
３
０
０
年
間
に
わ
た
り
、
現
在

の
中
国
福
建
省
又
は
そ
の
周
辺
地
域
か

ら
琉
球
に
渡
来
し
て
き
た
人
々
）
の
歴

史
研
究
、
論
語
を
中
心
と
す
る
東
洋
文

化
の
普
及
等
を
目
的
と
す
る
一
般
社
団

法
人
で
あ
り
、
定
款
上
、
上
記
目
的
が

明
記
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
正
会
員

の
資
格
が
久
米
三
十
六
姓
の
末
え
い
に

限
定
さ
れ
て
い
る
。

イ　

本
件
施
設
は
、
大
成
殿
、
啓
聖

祠
、
明
倫
堂
・
図
書
館
、
至
聖
門
、
御

路
、御
庭
空
間
等
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、

そ
の
占
用
面
積
は
１
３
３
５
㎡
で
あ

る
。
本
件
施
設
の
出
入
口
に
当
た
る
至

聖
門
に
は
三
つ
の
扉
が
あ
り
、
参
加
人

の
説
明
に
よ
れ
ば
、
孔
子
の
霊
の
た
め

と
い
う
。）
の
住
民
で
あ
る
上
告
人
が
、

市
長
が
市
の
管
理
す
る
都
市
公
園
内
に

儒
教
の
祖
で
あ
る
孔
子
等
を
祀
る
久
米

至
聖
廟
（
以
下
「
本
件
施
設
」
と
い
い
、

そ
の
敷
地
を
「
本
件
土
地
」
と
い
う
。）

を
設
置
す
る
こ
と
を
参
加
人
に
許
可

し
、
こ
れ
に
基
づ
き
市
が
本
件
土
地
を

本
件
施
設
の
敷
地
と
し
て
の
利
用
に
供

し
て
い
る
こ
と
は
、
憲
法
上
の
政
教
分

離
原
則
及
び
そ
れ
に
基
づ
く
憲
法
の
諸

規
定
（
20
条
１
項
後
段
、
３
項
、
89
条
。

以
下
「
政
教
分
離
規
定
」
と
い
う
。）

に
違
反
し
、
参
加
人
に
対
し
本
件
施
設

の
収
去
及
び
本
件
土
地
の
明
渡
し
を
請

求
し
な
い
こ
と
が
違
法
に
財
産
の
管
理

を
怠
る
も
の
で
あ
る
な
ど
と
し
て
、
被

上
告
人
市
長
を
相
手
に
、
地
方
自
治
法

２
４
２
条
の
２
第
１
項
３
号
に
基
づ
き
、

上
記
の
怠
る
事
実
の
違
法
確
認
を
求
め

る
と
と
も
に
、被
上
告
人
市
を
相
手
に
、

同
項
２
号
に
基
づ
き
、
市
長
が
参
加
人

に
対
し
て
し
た
本
件
施
設
の
一
部
に
係

る
固
定
資
産
税
の
減
免
処
分
の
無
効
確

認
を
求
め
る
事
案
で
あ
る
。

２　

原
審
の
適
法
に
確
定
し
た
事
実

関
係
等
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

が
本
件
設
置
許
可
を
し
、
こ
れ
に
基
づ

き
市
が
本
件
土
地
を
本
件
施
設
の
敷
地

と
し
て
の
利
用
に
供
し
て
い
る
こ
と
は

憲
法
上
の
政
教
分
離
原
則
及
び
そ
れ
に

基
づ
く
政
教
分
離
規
定
に
違
反
す
る
も

の
で
は
な
い
と
す
る
判
断
を
し
た
。

【
関
連
法
規
】	

憲
法
第
20
条
第
１
項
後

段
、
第
３
項
、
同
法
第

89
条
、
地
方
自
治
法
第

２
４
２
条
の
２
第
１
項

第
３
号

判
　
　
　
決

〔
主　
　
　

文
〕

上
告
人
の
被
上
告
人
那
覇
市
長
に
対

す
る
上
告
を
棄
却
す
る
。

上
告
人
の
被
上
告
人
那
覇
市
に
対
す

る
上
告
を
却
下
す
る
。

上
告
費
用
は
上
告
人
の
負
担
と
す

る
。

〔
理　
　
　

由
〕

第
１　

事
案
の
概
要

１　

本
件
は
、那
覇
市
（
以
下
「
市
」
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の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
中
央
の
扉
は
、

１
年
に
１
度
、
後
記
エ
の
釋
奠
祭
禮
の

日
に
の
み
開
か
れ
、
孔
子
の
霊
は
、
至

聖
門
を
通
過
し
て
御
路
（
御
庭
空
間
の

中
央
を
至
聖
門
か
ら
大
成
殿
に
向
か
っ

て
伸
び
る
通
路
）
を
進
み
、
大
成
殿
へ

上
る
と
さ
れ
て
い
る
。

大
成
殿
は
、
本
件
施
設
の
本
殿
と
位

置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
部
に
は

孔
子
の
像
及
び
神
位
（
神
霊
を
据
え
る

所
）並
び
に
四
配
の
神
位
が
配
置
さ
れ
、

観
光
客
に
加
え
、
家
族
繁
栄
、
学
業
成

就
、
試
験
合
格
等
を
祈
願
す
る
人
々
が

参
拝
に
訪
れ
る
。
ま
た
、
本
件
施
設
に

お
い
て
は
、
大
成
殿
の
香
炉
灰
が
封
入

さ
れ
た
「
学
業
成
就
（
祈
願
）
カ
ー
ド
」

が
販
売
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

ウ　

本
件
施
設
は
、
拝
観
時
間
が
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
拝
観
料

は
無
料
で
あ
り
、
そ
の
敷
地
（
本
件
土

地
）
に
つ
い
て
は
、
至
聖
門
、
明
倫
堂
・

図
書
館
、
フ
ェ
ン
ス
等
に
よ
っ
て
本
件

公
園
の
他
の
部
分
か
ら
仕
切
ら
れ
て
い

る
も
の
の
、
上
記
拝
観
時
間
内
は
一
般

市
民
が
自
由
に
出
入
り
で
き
る
状
態
に

あ
る
。

ま
た
、
参
加
人
は
、
明
倫
堂
に
お
い

（
３
）
ア　

久
米
三
十
六
姓
は
、
琉

球
王
国
の
繁
栄
を
支
え
た
職
能
集
団
で

あ
り
、
か
つ
て
久
米
地
域
に
居
住
し
、

17
世
紀
に
同
地
域
に
孔
子
等
を
祀
る
至

聖
廟
を
建
立
す
る
と
と
も
に
、
18
世
紀

に
そ
の
隣
接
地
に
琉
球
に
お
け
る
最
初

の
公
立
学
校
と
さ
れ
て
い
る
明
倫
堂

（
以
下
、
上
記
至
聖
廟
と
併
せ
て
「
当

初
の
至
聖
廟
等
」
と
い
う
。）
を
建
立

し
た
。
当
初
の
至
聖
廟
等
及
び
そ
の
敷

地
は
、
沖
縄
県
が
設
置
さ
れ
た
後
、
社

寺
に
類
す
る
施
設
と
し
て
国
有
と
さ

れ
、
大
正
４
年
に
参
加
人
の
前
身
で
あ

る
社
団
法
人
久
米
崇
聖
会
（
以
下
、
参

加
人
と
区
別
す
る
こ
と
な
く「
参
加
人
」

と
い
う
。）
に
譲
与
さ
れ
た
。
当
初
の

至
聖
廟
等
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦

災
に
よ
り
焼
失
し
た
が
、
昭
和
49
年
な

い
し
昭
和
50
年
頃
、
参
加
人
が
所
有
す

る
那
覇
市
若
狭
所
在
の
土
地
上
に
、
天

尊
廟
及
び
天
妃
宮
と
共
に
、
至
聖
廟
及

び
明
倫
堂
（
以
下
、両
者
を
併
せ
て
「
旧

至
聖
廟
等
」
と
い
う
。）
が
再
建
さ
れ
、

参
加
人
が
こ
れ
ら
を
維
持
管
理
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

イ　

参
加
人
は
、
平
成
11
年
３
月
、

市
が
旧
久
米
郵
便
局
の
跡
地
を
国
か
ら

て
、
参
加
人
の
会
員
及
び
一
般
市
民
を

対
象
と
し
て
、
歴
史
、
文
化
等
に
関
す

る
教
養
講
座
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、

明
倫
堂
の
講
堂
及
び
展
示
場
は
参
加
人

の
定
め
た
利
用
規
程
に
従
い
一
般
市
民

の
利
用
に
供
さ
れ
て
い
る
。

本
件
施
設
は
、
そ
の
整
備
後
、
市
の

公
式
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
に
掲
載
さ
れ
、
か

つ
て
久
米
村
（
ク
ニ
ン
ダ
）
と
呼
ば
れ

た
現
在
の
久
米
地
域
の
歴
史
を
象
徴
す

る
施
設
と
し
て
案
内
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
一
般
社
団
法
人
那
覇
市
観
光
協
会

が
主
催
す
る
、
ク
ニ
ン
ダ
の
史
跡
を
巡

る
観
光
街
歩
き
の
コ
ー
ス
に
も
含
ま
れ

て
い
る
。

エ　

本
件
施
設
で
は
、
平
成
25
年
以

降
、
毎
年
、
孔
子
の
生
誕
の
日
と
さ
れ

る
９
月
28
日
に
、
供
物
を
並
べ
て
孔
子

の
霊
を
迎
え
、
上
香
、
祝
文
奉
読
等
を

し
た
後
に
、
こ
れ
を
送
り
返
す
と
い
う

内
容
の
行
事
で
あ
る
釋
奠
祭
禮
が
行
わ

れ
て
い
る
。
参
加
人
に
お
い
て
は
、
釋

奠
祭
禮
の
挙
行
が
そ
の
事
業
と
し
て
定

款
上
明
記
さ
れ
る
と
と
も
に
、
久
米

三
十
六
姓
の
末
え
い
以
外
の
者
が
こ
れ

を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
許
容
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

買
い
取
り
、
本
件
公
園
の
一
部
と
し
て

取
り
込
む
と
の
情
報
を
得
た
こ
と
か

ら
、
同
跡
地
に
至
聖
廟
を
移
転
し
て
久

米
地
域
に
回
帰
す
べ
く
、
平
成
12
年
12

月
、
市
に
対
す
る
要
請
活
動
を
開
始
し

た
。市

は
、
平
成
11
年
４
月
に
策
定
し
た

那
覇
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

お
い
て
、
本
件
公
園
の
所
在
す
る
那
覇

市
西
地
域
に
係
る
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

方
針
と
し
て
「
福
州
園
や
天
妃
宮
な
ど

を
核
と
し
歴
史
性
を
活
か
し
た
ク
ニ
ン

ダ
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
て
い
た
。

市
に
お
い
て
は
、
平
成
15
年
に
松
山

公
園
周
辺
土
地
利
用
計
画
（
案
）
策
定

業
務
に
係
る
委
員
会
及
び
そ
の
作
業
部

会
が
複
数
回
開
か
れ
、
有
識
者
等
が
出

席
し
、
本
件
公
園
周
辺
の
土
地
利
用
計

画
に
関
し
て
議
論
が
行
わ
れ
、
そ
の
際

に
出
さ
れ
た
意
見
の
中
に
は
至
聖
廟
の

宗
教
性
を
問
題
視
す
る
も
の
が
あ
っ

た
。市

は
、
平
成
15
年
９
月
、
上
記
委
員

会
等
に
お
け
る
議
論
等
を
踏
ま
え
、
松

山
公
園
周
辺
土
地
利
用
計
画
案
（
以
下

「
本
件
土
地
利
用
計
画
案
」
と
い
う
。）

を
策
定
し
た
。
本
件
土
地
利
用
計
画
案
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に
お
け
る
公
園
使
用
料
の
全
額
を
免
除

す
る
使
用
料
免
除
処
分
を
し
た
。
参
加

人
は
、
平
成
25
年
４
月
30
日
ま
で
に
本

件
施
設
の
新
築
工
事
を
完
了
し
た
。

ウ　

上
記
期
間
の
満
了
に
伴
い
、
市

長
は
、
参
加
人
の
申
請
に
基
づ
き
、
平

成
26
年
３
月
28
日
付
け
で
、
本
件
施
設

に
係
る
公
園
施
設
設
置
許
可
（
設
置
の

期
間
は
同
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年

３
月
31
日
ま
で
）
を
す
る
と
と
も
に
、

上
記
期
間
に
お
け
る
公
園
使
用
料
の
全

額
を
免
除
す
る
使
用
料
免
除
処
分
を
し

た
。
市
長
は
、
そ
の
後
も
、
参
加
人
の

申
請
に
基
づ
き
、
お
お
む
ね
３
年
ご
と

に
本
件
施
設
に
係
る
公
園
施
設
設
置
許

可
を
す
る
と
と
も
に
、
公
園
使
用
料
の

全
額
を
免
除
す
る
使
用
料
免
除
処
分
を

し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
公
園
施
設
設

置
許
可
に
係
る
設
置
の
期
間
は
、
本
件

公
園
の
管
理
上
支
障
が
な
い
限
り
、
更

新
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
原
審
口
頭
弁

論
終
結
時
に
お
け
る
本
件
施
設
の
設
置

は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
令
和
２
年
４
月

１
日
付
け
で
さ
れ
た
公
園
施
設
設
置
許

可
（
設
置
の
期
間
は
同
日
か
ら
令
和
５

年
３
月
31
日
ま
で
。
以
下
「
本
件
設
置

許
可
」
と
い
う
。）
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
。

エ　

市
長
は
、最
高
裁
令
和
元
年（
行

ツ
）
第
２
２
２
号
、
同
年
（
行
ヒ
）
第

２
６
２
号
同
３
年
２
月
24
日
大
法
廷
判

決
・
民
集
75
巻
２
号
29
頁
（
以
下
「
令

和
３
年
大
法
廷
判
決
」
と
い
う
。）
が
、

市
長
が
平
成
26
年
３
月
28
日
付
け
で
し

た
上
記
ウ
の
使
用
料
免
除
処
分
が
憲
法

20
条
３
項
の
禁
止
す
る
宗
教
的
活
動
に

該
当
す
る
と
判
断
し
た
こ
と
を
受
け
、

参
加
人
に
対
し
、
令
和
３
年
５
月
28
日

付
け
で
、
上
記
イ
、
ウ
の
各
使
用
料
免

除
処
分
を
い
ず
れ
も
取
り
消
し
、
そ
れ

ま
で
に
発
生
し
て
い
た
公
園
使
用
料
に

つ
い
て
納
入
の
通
知
を
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
参
加
人
は
、
上
記
公

園
使
用
料
の
全
額
を
市
に
納
付
し
、
そ

の
後
も
、
公
園
使
用
料
を
順
次
市
に
納

付
し
た
。

第
２　

上
告
人
の
被
上
告
人
市
長
に

対
す
る
上
告
に
つ
い
て

上
告
代
理
人
德
永
信
一
の
上
告
理
由

に
つ
い
て

１
（
１
）
前
記
事
実
関
係
等
に
よ
れ

ば
、
本
件
施
設
は
、
そ
の
外
観
等
に
照

ら
し
て
、
神
体
又
は
本
尊
に
対
す
る
参

拝
を
受
け
入
れ
る
社
寺
と
の
類
似
性
が

こ
と
や
、
明
倫
堂
は
琉
球
に
お
け
る
公

立
学
校
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
お
り
、
現

在
も
歴
史
文
化
的
な
講
座
が
開
設
さ
れ

る
、
市
民
、
地
域
に
開
か
れ
た
施
設
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
体
験
学
習
施
設
（
都

市
公
園
法
施
行
令
５
条
５
項
１
号
）
な

い
し
歴
史
上
又
は
学
術
上
価
値
の
高
い

も
の
（
同
項
２
号
）
と
し
て
公
園
施
設

と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
結
論

付
け
ら
れ
て
い
た
。

（
４
）
ア　

市
は
、
本
件
公
園
の
用

地
と
し
て
、
平
成
18
年
２
月
１
日
付
け

で
、
国
か
ら
、
那
覇
市
久
米
所
在
の
国

有
地
（
地
積
４
５
６
０
・
30
㎡
）
を
買

い
受
け
る
と
と
も
に
、
同
年
６
月
21
日

付
け
で
、
国
と
の
間
で
、
同
所
在
の
国

有
地
（
地
積
２
２
８
０
・
14
㎡
）
を
目

的
と
す
る
国
有
財
産
無
償
貸
付
契
約
を

締
結
し
た
。

イ　

市
長
は
、
参
加
人
の
申
請
に
基

づ
き
、
平
成
23
年
３
月
31
日
付
け
で
、

本
件
施
設
が
都
市
公
園
法
施
行
令
５
条

５
項
１
号
所
定
の
体
験
学
習
施
設
に
該

当
す
る
も
の
と
し
て
、
本
件
施
設
に
係

る
公
園
施
設
設
置
許
可
（
設
置
の
期
間

は
許
可
の
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31
日

ま
で
）
を
す
る
と
と
も
に
、
上
記
期
間

に
お
い
て
は
、
地
域
に
関
す
る
学
習
機

能
を
有
す
る
施
設
の
整
備
を
行
う
な
ど

と
い
っ
た
整
備
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
る

と
と
も
に
、
大
成
殿
に
つ
い
て
、
久
米

村
の
歴
史
性
、
文
化
性
、
儒
学
的
精
神

性
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
ま
た
、
公
園

施
設
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
る
一
方
、
儒
教
的
精
神
が
前
面
に
出

過
ぎ
る
と
公
的
施
設
と
し
て
の
性
格
に

つ
い
て
議
論
を
呼
ぶ
可
能
性
が
あ
り
、

私
有
地
内
に
設
置
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
と
の
整
理
が
さ
れ
て
い
た
。

ウ　

本
件
土
地
利
用
計
画
案
の
策
定

を
受
け
、
市
に
お
い
て
、
本
件
公
園
の

整
備
に
向
け
た
具
体
的
な
設
計
等
の
業

務
が
行
わ
れ
、
同
業
務
に
つ
い
て
、
平

成
20
年
７
月
に
平
成
19
年
度
松
山
公
園

実
施
設
計
業
務
委
託
報
告
書
が
提
出
さ

れ
た
。
同
報
告
書
に
お
い
て
は
、
忘
れ

ら
れ
つ
つ
あ
る
ク
ニ
ン
ダ
の
歴
史
・
文

化
を
取
り
戻
す
た
め
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
本
件
施
設
が
位
置
付
け
ら
れ
る
と
と

も
に
、
大
成
殿
及
び
明
倫
堂
の
公
園
施

設
と
し
て
の
設
置
の
可
否
に
つ
い
て
も

検
討
さ
れ
、
前
記
ア
の
至
聖
廟
が
琉
球

王
朝
時
代
に
設
立
さ
れ
、
以
来
、
久
米

村
の
人
々
を
中
心
に
親
し
ま
れ
て
い
る
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あ
る
上
、
本
件
施
設
で
行
わ
れ
る
釋
奠

祭
禮
は
、
孔
子
の
霊
の
存
在
を
前
提
と

し
て
、
こ
れ
を
崇
め
奉
る
と
い
う
宗
教

的
意
義
を
有
す
る
儀
式
と
い
う
ほ
か
な

く
、
本
件
施
設
の
建
物
等
も
、
こ
の
よ

う
な
宗
教
的
意
義
を
有
す
る
儀
式
で
あ

る
釋
奠
祭
禮
を
実
施
す
る
と
い
う
目
的

に
従
っ
て
配
置
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
本
件
施
設
の

設
置
に
至
る
経
緯
等
か
ら
す
れ
ば
、
本

件
施
設
は
当
初
の
至
聖
廟
等
及
び
旧
至

聖
廟
等
の
宗
教
性
を
引
き
継
ぐ
も
の
と

い
え
る
。
こ
れ
ら
か
ら
す
れ
ば
、
本
件

施
設
は
、
一
体
と
し
て
宗
教
性
を
有
す

る
も
の
と
い
え
、
そ
の
程
度
も
軽
微
と

は
い
え
な
い
（
令
和
３
年
大
法
廷
判
決

参
照
）。

（
２
）　

も
っ
と
も
、
本
件
施
設
は
、

か
つ
て
琉
球
王
国
の
繁
栄
を
支
え
た
久

米
三
十
六
姓
が
17
世
紀
以
降
に
建
立
し

た
当
初
の
至
聖
廟
等
を
、
そ
の
ゆ
か
り

の
地
で
あ
る
久
米
地
域
に
再
建
し
た
も

の
と
い
え
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
伝

え
る
も
の
と
し
て
、
一
定
の
歴
史
的
、

文
化
的
価
値
を
有
す
る
も
の
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
加
え
て
、本
件
施
設
は
、

市
の
公
式
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
に
掲
載
さ
れ

含
め
た
本
件
公
園
の
整
備
に
つ
い
て
検

討
を
重
ね
、
そ
の
際
、
本
件
施
設
の
設

置
に
つ
い
て
憲
法
上
の
政
教
分
離
原
則

と
の
関
係
で
一
定
の
懸
念
が
示
さ
れ
た

も
の
の
、
最
終
的
に
は
、
当
初
の
至
聖

廟
等
及
び
旧
至
聖
廟
等
の
歴
史
や
性
格

に
照
ら
し
、
大
成
殿
及
び
明
倫
堂
は
、

体
験
学
習
施
設
な
い
し
歴
史
上
又
は
学

術
上
価
値
の
高
い
も
の
と
し
て
、
公
園

施
設
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
加

え
、
上
記
１
（
２
）
で
説
示
し
た
と
こ

ろ
も
考
慮
す
る
と
、
市
は
、
本
件
施
設

の
歴
史
的
、
文
化
的
価
値
、
さ
ら
に
は

こ
れ
ら
を
背
景
と
す
る
観
光
資
源
と
し

て
の
意
義
に
着
目
し
、
本
件
公
園
の
都

市
公
園
と
し
て
の
機
能
を
増
進
し
、
地

域
の
振
興
や
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
等
を

図
る
と
い
う
世
俗
的
、
公
共
的
な
目
的

か
ら
、
本
件
施
設
に
係
る
各
公
園
施
設

設
置
許
可
を
し
て
き
た
も
の
と
い
う
べ

き
で
あ
り
、
そ
の
目
的
が
宗
教
的
意
義

を
有
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
。

３　

ま
た
、
公
園
条
例
上
、
公
園
施

設
設
置
許
可
を
受
け
た
者
は
、
市
に
対

し
、
占
用
面
積
１
㎡
に
つ
き
１
か
月

３
６
０
円
の
使
用
料
を
納
付
し
な
け
れ

る
な
ど
し
て
現
に
観
光
客
が
訪
れ
て
お

り
、
上
記
の
歴
史
的
、
文
化
的
価
値
や
、

後
記
の
公
園
施
設
と
し
て
の
機
能
と
相

ま
っ
て
、
観
光
資
源
と
し
て
の
意
義
を

有
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
本
件
施
設
を
設
置
す
る
参
加

人
は
、
本
件
施
設
、
天
尊
廟
等
の
公
開

及
び
釋
奠
祭
禮
の
挙
行
の
み
な
ら
ず
、

久
米
三
十
六
姓
の
歴
史
研
究
や
論
語
を

中
心
と
す
る
東
洋
文
化
の
普
及
等
を
も

そ
の
定
款
上
の
目
的
な
い
し
事
業
と
す

る
一
般
社
団
法
人
で
あ
る
と
こ
ろ
、
本

件
施
設
は
、
都
市
公
園
法
施
行
令
５
条

５
項
１
号
所
定
の
体
験
学
習
施
設
と
し

て
そ
の
設
置
が
許
可
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
拝
観
時
間
内
に
つ
い
て
は
無
償
で

公
開
さ
れ
て
い
る
上
、
明
倫
堂
に
お
い

て
は
、
一
般
市
民
を
も
対
象
と
し
た
歴

史
、
文
化
等
に
関
す
る
教
養
講
座
が
開

催
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
そ
の
講
堂
及
び

展
示
場
は
市
民
の
利
用
に
供
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
っ
て
、
本
件
施
設
は
、
公
園

施
設
と
し
て
管
理
さ
れ
、
一
般
公
衆
の

利
用
に
供
さ
れ
て
い
る
も
の
と
い
え

る
。２　

本
件
設
置
許
可
に
至
る
経
緯
を

み
る
と
、
市
は
、
本
件
施
設
の
設
置
を

ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
か

ら
、
本
件
設
置
許
可
は
、
そ
の
相
手
方

で
あ
る
参
加
人
に
、
年
間
５
７
６
万	

７
２
０
０
円
（
占
用
面
積
１
３
３
５
㎡
×

３
６
０
円
×
12
か
月
）
の
公
園
使
用
料

の
納
付
義
務
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
件
設
置
許
可
を

受
け
た
参
加
人
に
お
い
て
、
本
件
施
設

を
利
用
し
た
活
動
を
行
う
た
め
に
は
、

相
応
の
使
用
料
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
そ

の
額
も
、
公
園
条
例
の
規
定
に
基
づ
き

一
義
的
に
定
ま
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う

す
る
と
、
本
件
設
置
許
可
は
、
こ
れ
に

よ
り
参
加
人
に
お
い
て
本
件
土
地
に
宗

教
性
を
有
す
る
本
件
施
設
を
設
置
し
、

そ
こ
で
宗
教
的
活
動
を
行
う
こ
と
が
可

能
と
な
る
と
い
う
側
面
が
あ
る
と
し
て

も
、
同
活
動
に
係
る
特
定
の
宗
教
に
対

す
る
特
別
の
便
益
の
提
供
に
当
た
る
も

の
と
は
評
価
し
難
い
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。さ

ら
に
、
本
件
設
置
許
可
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
と
併
せ
て
公
園
使
用
料
の
全

額
を
免
除
す
る
使
用
料
免
除
処
分
が
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
同
処
分
は
令
和
３

年
大
法
廷
判
決
を
受
け
て
取
り
消
さ
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載
が
な
い
か
ら
、
被
上
告
人
市
に
対
す

る
上
告
は
不
適
法
と
し
て
却
下
す
べ
き

で
あ
る
。

よ
っ
て
、
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見

で
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。

（
裁
判
長
裁
判
官　

岡　

正
晶　

裁

判
官　

安
浪
亮
介　

裁
判
官　

堺　

徹

　

裁
判
官 

宮
川
美
津
子　

裁
判
官　

中
村　

愼
）

会
的
、
文
化
的
諸
条
件
に
照
ら
し
、
信

教
の
自
由
の
保
障
の
確
保
と
い
う
制
度

の
根
本
目
的
と
の
関
係
で
相
当
と
さ
れ

る
限
度
を
超
え
る
も
の
と
は
認
め
ら
れ

ず
、
憲
法
上
の
政
教
分
離
原
則
及
び
そ

れ
に
基
づ
く
政
教
分
離
規
定
に
違
反
す

る
も
の
で
は
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当

で
あ
る
。

以
上
の
点
は
、
当
裁
判
所
大
法
廷
判

決
（
最
高
裁
昭
和
46
年
（
行
ツ
）
第
69

号
同
52
年
７
月
13
日
判
決
・
民
集
31
巻

４
号
５
３
３
頁
、最
高
裁
平
成
４
年（
行

ツ
）
第
１
５
６
号
同
９
年
４
月
２
日
判

決
・
民
集
51
巻
４
号
１
６
７
３
頁
、
最

高
裁
平
成
19
年
（
行
ツ
）
第
２
６
０
号

同
22
年
１
月
20
日
判
決
・
民
集
64
巻
１

号
１
頁
、
令
和
３
年
大
法
廷
判
決
）
の

趣
旨
に
徴
し
て
明
ら
か
と
い
う
べ
き
で

あ
る
。
所
論
の
点
に
関
す
る
原
審
の
判

断
は
、
以
上
の
趣
旨
を
い
う
も
の
と
し

て
、
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
論
旨

は
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
３　

上
告
人
の
被
上
告
人
市
に
対

す
る
上
告
に
つ
い
て

本
件
上
告
に
つ
い
て
提
出
さ
れ
た
上

告
状
及
び
上
告
理
由
書
に
は
上
告
人
の

被
上
告
人
市
に
対
す
る
上
告
理
由
の
記

れ
、
そ
の
後
、
参
加
人
に
よ
り
公
園
使

用
料
が
順
次
納
付
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
市
が
本
件
設
置
許
可
に
基
づ

き
本
件
土
地
を
本
件
施
設
の
敷
地
と
し

て
の
利
用
に
供
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
も
、
上
記
活
動
に
係
る
特
定
の
宗
教

に
対
し
て
特
別
の
便
益
を
提
供
す
る
も

の
と
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

４　

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
説
示
し
た

と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
本
件
施
設
の
宗
教

性
や
そ
の
程
度
を
考
慮
し
て
も
、
市
長

が
本
件
設
置
許
可
を
し
、
こ
れ
に
基
づ

き
市
が
本
件
土
地
を
本
件
施
設
の
敷
地

と
し
て
の
利
用
に
供
し
て
い
る
こ
と

は
、
一
般
人
の
目
か
ら
み
て
、
市
が
本

件
施
設
に
お
け
る
参
加
人
の
活
動
に
係

る
特
定
の
宗
教
に
対
し
て
特
別
の
便
益

を
提
供
し
、
こ
れ
を
援
助
し
て
い
る
と

評
価
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
は

い
え
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

５　

以
上
の
よ
う
な
諸
事
情
を
考
慮

し
、
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
総
合
的
に

判
断
す
る
と
、
市
長
が
本
件
設
置
許
可

を
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
市
が
本
件
土
地

を
本
件
施
設
の
敷
地
と
し
て
の
利
用
に

供
し
て
い
る
こ
と
は
、
市
と
宗
教
と
の

関
わ
り
合
い
の
程
度
が
、
我
が
国
の
社


